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• ASTEとMopraを使って、AGAL337.9-SとAGAL337.9-NをCO(J=3-2), CO(J=1-0)で観測した。

• 観測したoutflowは少なくとも1pc伸びていて、質量は~50M⦿であった。

• outflow lobesの最⼤速度は36-40km/sであった。

• ⾚外線とサブミリ波の解析によって、AGAL337.9-Sは⼤質量星形成における進化の初期段階であ
ることが分かった。

• AGAL337.9-NはAGAL337.9-Sよりも早い進化段階の⼤質量原始星であることが分かった。

Abstract
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Introduction

Figure1 : AGAL337.9の870um contour : 848MHzのradio continuum
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Data Sets

この研究の観測

ASTE 13CO32
Mopra 12CO10

使⽤したアーカイブデータ
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Result

Figure2 : AGAL337.9の速度chマップ
color : 12CO32
⿊contour : 13CO10
⾚contour : 870um

-50~-30km/sの速度成分にAGAL337.9の分⼦雲
-80~-45km/sの速度成分にoutflowのblueshifted lobe
-35~-5km/sの速度成分にoutflowのredshifted lobe

full width at zero intensity(FWZI)は75km/s

outflowを⾒つけた。
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Result

Sの12CO32のcontour
redshifted と blueshifted
背景のcolorは870um

blueのスペクトル redのスペクトル

分解能が⾜りない

12CO10, 12CO32において広がったスペクトル

S以外のAGAL337.9の分⼦雲でもアウトフローが存在している
証拠にはならない。
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Result
アウトフローの物理量
詳細な導出はAppendixを参照
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Result

Figure4 : AGAL337.9の３⾊合成図
contour : 870um

電離⽔素領域とAGAL337.9の分⼦雲の
相互作⽤している。

SとNの中⼼部までには電離⽔素領域は
広がっていない。(8, 18um)

4.5umはSのピークの部分に分布している。

shocked molecular gasで励起される
H2(ν=0-0, S(9,10,11))やCO(ν=0-0)による
ものであると考えられる。

アウトフローの証拠
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Result ⾚外線

どれも870umと似ている。
bent-shape

S, N, RMS G337.9266-00.4588
の⼤きさを求めるのに使った。
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Result

Figure6 : (a)SのSED (b)NのSED 破線は⿊体放射の式にフィッティングしたもの。

spectral energy distributions

total far-infrared luminosity = 5×104L ⦿ total far-infrared luminosity = 6.3×103L ⦿
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discussion
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Summary
• ASTEとMopraを使って、AGAL337.9-SとAGAL337.9-NをCO(J=3-2), CO(J=1-0)で観測した。Sで

はoutflowが⾒られた。outflow lobesの⼤きさは1pc以下。空間分解能⾜らへん。

• outflowの物理量を求めた(Figure2)。

• SのSEDを求めた(Figure6a)。total far-infrared luminosity = ~5×104L ⦿であった。
core mass = ~1000M ⦿, column density = 1-4×1023M ⦿ と推測される。

• 他の研究のmassive outflows や massive coresと⽐較しても、Sは特徴が似ている。

• Nの⾚外線とサブミリ波の調査を⾏った。NのSED (Figure6b)から、NはSよりも早い進化段階で
あることが分かった。Nは近中⾚外線においてあまりemissionが無い。

 total far-infrared luminosity = ~6.3×103L ⦿であった。

• SとNの近くにもexciting sourceがあるかもしれない。


